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1. WebClassとは 
インターネットを利用して、資料の提示、テストの実行、レポートの提出や成績データの集計が行える e-Learningシス
テムです。 

■ 特徴 
1. 普段使い慣れている Word、Excel、PowerPoint ファイルを取り込んで（html や PDF 形式へ変換）、簡単に

e-Learning教材を作成可能 

2. 画面構成がとてもシンプルで素早い動作が可能 

■ 主な機能 
· 資料の配布や提示 

· テスト/アンケートの実施 

· 成績の確認（レポートの採点も可能） 

· お知らせ・メッセージ機能 

· 掲示板（質問場所の提供） 

· FAQ/用語集の管理 

· Wiki（簡単にWebページの作成・編集などが行なえるWebページ作成ツール） 

· チャット 

· 講評の公開 

· 出席確認 

· 携帯電話からの利用（WebClassが学外に公開されている必要あり） 

2. WebClassの内部構造 

■ コース 
WebClass では「コース」ごとに教材や成績データの管理を行います。コースは大学で言うと「授業科目」や「研究室」
に相当します。ひとつのコースには必ず一人以上のコース管理者がいて、e-Learning教材の作成や試験結果の閲覧
などを行います。 

また、コース内で教材の作成や受講を行うには、そのコースのコースメンバーとなる必要があります。 
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■ ユーザの種類と役割 

» システム管理者(admin) 
システム管理者は WebClass のシステム全体を管理します。行えることは以下の通りです。教材の作成・受講や成績
データの確認は行えません。 

· ユーザの追加/変更/削除 

· コースの登録/変更/削除 

· コースメンバーの指定 

· システムオプションの設定 

· WebClassプログラムのアップデート 

· 他ユーザへのメッセージの送信 

· ログイン画面への管理者メッセージの投稿 

» コース管理者(author) 
コース管理者はコース内で教材の作成や成績の閲覧を行います。自分がコース管理者として登録されているコース

内でのみ教材作成などが可能です。コース管理者が複数のコースを管理することや、複数のコース管理者で一つの

コースを運営することもできます。行えることは以下の通りです。 

· 教材の作成（会議室、ユニット、資料、テスト/アンケート） 

· 成績の閲覧・ダウンロード 

· コースメンバーの指定（自分が管理するコースのみ） 

· コースオプションの設定 

· コース内の履歴の閲覧・ダウンロード 

· 教材のバックアップ/レストア 

· 他ユーザへのメッセージの送信 

コース管理者(author)の補助を目的とした TAと SAという権限をユーザに与えることができます。TAはコース管理者
の代理としてコース運営を行うことが出来、SA は授業（教材の実施）を円滑に進めるアシスタントとして WebClass を
利用可能です。 

» オブザーバ(observer) 
オブザーバは、コース管理者から教材作成の権限を除いたもので、教務などの職員が利用することを想定していま

す。成績の閲覧が可能です。以下のことを行うことができます。 

· 成績の閲覧・ダウンロード 

· コースメンバーの指定（自分が管理するコースのみ） 

· コースオプションの設定 

· コース内の教材実行履歴の閲覧・ダウンロード 

· 教材のバックアップ/レストア 

· 他ユーザへのメッセージの送信 



WebClass コース管理者マニュアル 
WebClassの概要 

 6 

» ユーザ(user) 
ユーザは教材の受講が可能です。行えることは以下の通りです。 

· 教材の実行（会議室、ユニット、資料、テスト/アンケート） 

· 自身のコースへのメンバー登録（コースオプションでメンバー限定モードが NOのコースのみ可能） 

· 自身の学習履歴の閲覧 

· 他ユーザへのメッセージの送信 

» ゲストユーザ(guest) 
ゲストユーザはWebClassにユーザ IDが登録されていない人でも利用できるユーザ権限です。公開講座、アンケート
などで利用いただけます。利用できるコンテンツは、各教材の設定が「ゲストも閲覧可能」と設定されているものに限

られます。 

· 公開されている教材の実行（会議室、ユニット、資料、テスト/アンケート） 
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■ WebClassのユーザと権限の一覧 

 

ユーザ/ 

コース 

登録 

コース 

メンバー 

登録 

メンバー

の 

権限設定 

コース 

運営 

教材の 

作成 
成績閲覧 

教材の 

実施 

システム

管理者 ○ ○ ○ ○ × × × 

admin 

コース 

管理者 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

author 

TA × ○ ○ ○ ○ × ○ 

SA × × × 
○ 

(講評) 

○ 

(資料) 
× ○ 

オブザーバ 
× × × 

○ 

(出席, 

お知らせ) 

× ○ ○ 
observer 

ユーザ 

× × × × × 

○ 

(自分の 

成績のみ) 

○ 
user 

ゲスト 
× × × × × × ○ 

guest 

※WebClass における「コース運営」は、出席管理、講評・お知らせの発行、コースオプションや時間割の設定、コ
ースのバックアップ、アクセスログ解析にあたります。 

 

※コースメンバーの権限設定について 
コースメンバー（user や observer）へ「教材作成」「成績閲覧/採点」の権限を付与することが可能です。例えば、コ
ース管理者(author)が教材作成を学生(user)に手伝って欲しいという場合には、学生(user)へ権限を付与すれば、
学生(user)はそのコース内でのみ教材を作成することが可能となります。 

  



WebClass コース管理者マニュアル 
WebClassの概要 

 8 

3. WebClassを利用する際の流れ 
1. 初めに、システム管理者は「ユーザ」と「コース」の作成を行います。 

「ユーザ」と「コース」は、csv ファイルを使って一括登録
を行うことが可能です。 

 

システム管理者 

コース 

作成 登録 

コース 

コース管理者(先生) 

 

一般ユーザ(学生) 

 

 

2. システム管理者が各コースへメンバーを割り当てます。 

csv ファイルを利用した、一括メンバー登録も可能で
す。 

また、各コースの設定によっては、一般ユーザ（学生）

が自分で各コースのメンバーになることが可能です。 

 
 

コースへのメンバ

ーの割り当て 

システム管理者 

コース 

コース管理者(先生) 

 

一般ユーザ(学生) 

 

 

3. コース管理者（先生）は、割り当てられた「コース」内で教材やテストの作成を行います。 

コース管理者（先生）が、コース内でテストの作成を行

います。  

 
 

コース内で教材や

テストの作成 

コース管理者(先生) 

 

教材･テスト 

科目 
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4. 一般ユーザ（学生）は、所属している「コース」内で教材やテストの受講を行います。 

一般ユーザ（学生）は、所属しているコース内で教材や

テストの受講を行います。  

 
 

科目内で教材やテ

ストの受講 

一般ユーザ（学生） 

 

教材・テスト 

科目 

 

5. コース管理者（先生）は、「コース」内で成績データの確認を行います。 

コース管理者（先生）は、コース内で成績データの確認

を行います。  

 
 

コース内で

成績の確認 

コース管理者(先生) 

 

成績 

科目 
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4. WebClassの利用方法 

■ 実行に必要な環境 
1．インターネットブラウザ 

推奨 Windows: Internet Explorer7以上、Firefox3以上、Safari3以上  

 Mac: Firefox3以上、Safari3以上  

 Linux: Firefox3以上 ※2010年 4月現在 

※「JavaScriptが有効」「Cookieを受け入れる」設定になっている必要があります。 

2．“1024 × 768”以上の領域が表示可能なディスプレイ 

※学習者画面であれば“800 × 600”程度の解像度でも利用可能です。コンテンツを作成する場合は“1024 × 768”
以上の解像度をご利用ください。 

■ ログイン 
自分のコンピュータ上でブラウザを起動して、アドレス欄

に以下のようにWebClassのアドレスを入力して Enter キ
ーを押します。 

 

http://wbt.abc-univ.ac.jp 
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WebClass のログイン画面が表示されるので、ユーザ ID
とパスワードを入力して「LOGIN」ボタンをクリックしま
す。 

【QR コード】 

携帯電話からアクセスを行う際に、WebClass の URL
を入力する手間を省けます。 

【言語設定】 

ログイン画面の［日本語］、［ENGLISH］をクリックす
ることで言語を切り替え可能です。  

ユーザ IDとパスワードを
入力して「LOGIN」ボタ
ンをクリックします。 

QRコード 

 

WebClassへのログインに成功すると、「コース管理者メニ
ュー画面」が表示されます。 

 

コース管理者メニュー画面 

 

■ コース内への移動 
教材はコース内で作成を行います。コース内へ移動を行

うには、コース名をクリックします。 

 

※時間割表内にコースを表示するには、コース内メニュ

ー「コース管理」の「オプション / 時間割設定」で、曜日と
時限を設定する必要があります。詳しくは「コース管理者

マニュアル—成績管理とその他の機能」をご覧ください。 

 

公開中のコー

 

コース名をクリックして
コース内へ移動します。 
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■ コース内での操作 
コース内へ移動を行うと、コース管理者画面が表示され

ます。画面左側に教材作成や成績管理を行うメニュー

が、右側に作成済みの教材が表示されます。 

画面右上の［メッセージ］というメニューからコースメンバ

ーへメッセージを送信することが可能です。 

 

画面の左側に操作メニュー
が、右側に作成済みの教材が
表示されます。 

 

■ ログアウト 
WebClass の利用を終了するときは、必ず画面左上の[ロ
グアウト]をクリックして終了してください。 

ブラウザの右上（あるいは左上）の[×]ボタンをクリックし
てブラウザを閉じた場合には、終了時刻が正しく記録さ

れません。 

 

ログアウトするときは画面
左上の[ログアウト]ボタンを
クリックします。 
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5. 作成可能な教材の種類 

» 資料 
教科書に相当します。資料の閲覧や配布が可能です。 

» テスト/アンケート 
「選択式」、「記述式」、「レポートの提出」などの形式でテスト/アンケートを作成可能です。分岐機能を持ったアンケー
トや匿名のアンケートも作成できます。 

» 会議室 
「掲示板」「Wiki」「チャット」を利用可能です。質問を受け付けたり、特定のテーマについて意見を交わすことが可能
です。 

» ユニット 
「資料」「テスト/アンケート」「会議室」を組み合わせて作成を行うコンテンツです。例えば「テストで 80 点以上を取らな
いと次の資料を受講できない」などの設定が可能です。 
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6. 取り込み可能なファイルの種類 

ファイルの種類 特徴 

Word 

 

Word文書(doc/docx)を HTMLまたは PDFに変換します。変換にはOpenOfficeを使用
しています。 
サーバ側でOpenOfficeのアップデート作業を実施させていただくことにより、Office2007
へ対応が行えるようになります。 

Excel 

 

Excel(xls/xlsx)の表組みを HTML または PDF に変換します。 Excel で HTML に変換
するよりもファイルサイズが小さくなります。変換には OpenOfficeを使用しています。 

サーバ側でOpenOfficeのアップデート作業を実施させていただくことにより、Office2007
へ対応が行えるようになります。 

PowerPoint 

 

PowerPointファイル(ppt/pptx)を HTMLまたは PDFに変換することができます。変換に
は OpenOfficeを使用しています。 

サーバ側でOpenOfficeのアップデート作業を実施させていただくことにより、Office2007
へ対応が行えるようになります。 

PDF 

 

PDF ファイルをそのまま資料またはテストとしてはめ込むことができます。 

TEXT 

 

テキストファイルを HTMLページとして表示します。 

LaTeX 

 

latex2html を用いて、LaTeX のソースファイルを数式なども含めて HTML に変換しま
す。数式は画像として表示されます。 

LaTeX ファイルの文字コードが UTF-8の場合正常に変換できない事があります。 

HTML 

 

すでにある HTMLのページをそのままWebClassにはめ込むことができます。 

HTML4やXHTML1で書かれたHTMLファイルを、単一または複数ページから取り込
むことができます。複数のページがある場合、CSS ファイルを含む場合や画像ファイル
から構成される HTML データの場合には、ファイルへのリンクを相対パスで指定し、圧
縮してひとつにまとめた上で取り込んでください。取り込まれた圧縮ファイルは

index.htmlを優先的に表示されます。 
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画像 

 

取り込み可能な画像形式は、BMP、JPEG、GIF、PNG形式です。 

デジタルカメラで撮った写真や、複雑なコンテンツを一枚の画像に変換して取り込むと

便利です。 

動画、音声 

 

動画は WMV(Windows media)、RM(Real Media)、MOV(QuickTime)、mpg、avi、mp4
形式のファイルを、音声はWAV、MP3形式のファイルを取り込めます。 

OpenOffice 

 

Writer、Calc、Impress形式のファイルを取り込めます。 

Flash 

 

Flash（flv、swf）ファイルを取り込めます。 

その他 SCORM1.2、ChemDraw、Chem3D、HotPotatoesのファイルを取り込めます。 

 

《注意事項》 

· 一度に取り込めるファイルのサイズは、200MBまでです。 

（Word、Excel、PowerPoint ファイルは 20MBまでとなっています） 

· Word、Excel、PowerPoint ファイルを html へ変換する際には、元のマスターファイルと比べて、約 7 割の精度で

変換可能です。（PDFへ変換をする際には約 9割の精度で変換可能です） 

· PowerPoint ファイルのアニメーション・音声・動画部分は、html・PDF へ変換を行うと正常に表示が行えません。

「添付ファイル」としてWebClassへアップロードいただくようにお願いいたします。 

· html ファイルを取り込む際には、ファイル名を半角英数字にする必要があります。 

· LaTeX ファイルの文字コードが UTF-8の場合、正常に変換できない場合があります。 
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7. 教材の作成方法 

■ 資料作成の流れ 
画面左側メニューの「資料」か、画面右の「作成/編集/削
除」をクリックします。 

 

 メニューの「資料」か、画面
中央の「作成/編集/削除」を
クリックします。 

 

「資料 作成/編集/削除」画面では、［新規作成］ボタンを
押します。 

 

［新規作成］ボタンを

押します。 

 

「資料オプション設定画面」では、「資料のタイトル」を入

力します。 

また、この画面内で「実行回数の制限」「時間制限」「日

時制限」を設定することが可能です。 

 

「資料のタイトル」を入力しま

す。 
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「資料のタイトル」とオプションの設定を行ったら、［資料

作成：ページ編集］ボタンを押します。 

 

［資料作成:ページ編集］ 
ボタンを押します。 

 

［参照］ボタンを押して、WebClass へ取り込むファイルを
選択後に、[保存]ボタンを押します。 

 

「参照」ボタンを押して、取り

込むファイルを選択します。 
［参照］ボタンを押して、取り込

むファイルを選択後に、［保存］

ボタンを押します。 

 

取り込んだファイルが HTML へ変換されて表示されま
す。 

これで 1ページ目の資料の作成が完了しました。 

続いて 2 ページ目を作成したい場合は［新しいページを
追加］ボタンを押します。 

 

取り込んだファイルが HTML へ変換さ
れて表示されます。 
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■ テスト/アンケート作成の流れ 
画面左側メニューの「テスト/アンケート」か、画面中央の
「作成/編集/削除」をクリックします。 

 

解説の「作成/編集/削除」
をクリックします。 

メニューの「テスト/アンケー
ト」か、画面中央の「作成/編
集/削除」をクリックします。 

 

「テスト/アンケート 作成/編集/削除」画面では、［新規作
成］ボタンを押します。 

 

［新規作成］ボタンを

押します。 

 

「テスト/アンケート オプション設定画面」では、「テスト/ア
ンケートのタイトル」を入力します。 

また、この画面内で「日時制限」「ランダム出題」「選択肢

並べ替え」「実行回数の制限」「時間制限」などのオプショ

ンを設定することが可能です。 

 

「テスト/アンケートのタイトル」
を入力します。 
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「テスト/アンケートのタイトル」とオプションの設定を行っ
たら、［テスト作成：問題編集］ボタンを押します。 

 

［テスト作成:問題編集］ 
ボタンを押します。 

 

「配点」「問題」「正答」「解説」を入力し、WebClass へ取り
込むファイルを選択後に、[保存]ボタンを押します。 

 

「参照」ボタンを押して、取り

込むファイルを選択します。 
「配点」「問題文」「選択肢」「解答」を入

力して、［保存］ボタンを押します。 

 

画面下部に、入力した「問題文」「解答」が表示されます。

これでテスト/アンケートの作成が 1問完了です。 

 

入力した「問題文」「解答」が表示され

ます。これでテスト/アンケートの作成
が 1問完了です。 
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■ WebClassで作成可能なテスト/アンケートの形式 

» 単数選択式 
選択肢から正しい答えを一つ選択します。 

 

» 複数選択式 
選択肢から正しい答えを複数選択します。 

 

» 単語/数値入力 
回答を記入します。 
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» 記述式 
文章で回答を記入します（採点は後でコース管理者が行います）。 

 

» レベル選択式 
数字を選択して回答を行います。 

 

» ドロップダウン選択式 
ドロップダウンリストから選択して回答を行います。 

 

» 選択肢のみ 
任意の数の選択肢のラジオボタンを表示させます。 
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» レポート提出 
ファイルを提出して回答を行います（採点は後でコース管理者が行います）。 

 

» マッチング形式 
A群、B群からそれぞれマッチするものを回答します。 

 

» 順序付け 
並び替えて回答を行います。 
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» 表形式 
表の中から選択をして回答を行います。 

 

» 表形式(2) 
「表形式」の機能に加えて、表中の選択肢にラベルをふることができます。 
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■ 会議室作成の流れ 
画面左側メニューの「会議室」か、画面中央の「作成/編
集/削除」をクリックします。 

 

 メニューの「会議室」か、
画面中央の「作成/編集/削
除」をクリックします。 

 

「会議室 作成/編集/削除」画面では、［新規作成］ボタン
を押します。 

 

［新規作成］ボタンを

押します。 
 

「会議室のオプション設定画面」では、「会議室のタイト

ル」を入力します。 

 

「会議室のタイトル」を

入力します。 
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今回は「スタイル」に「掲示板」を選択します。 

また、この画面内で「日時制限」「匿名での投稿の許可」

などを設定することが可能です。 

 

「掲示板スタイル」を

選択します。 

 

「会議室のタイトル」とオプションの設定を行ったら、［会

議室作成］ボタンを押します。 

 

［会議室作成］ボタンを押します。 

 

» 会議室への投稿 

作成した会議室をクリックして下さい。 

 

作成した会議室をクリックし
ます。 
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掲示板の投稿画面が表示されます。 

タイトル、メッセージなどを入力し、［投稿］ボタンを押しま

す。これで掲示板への投稿は完了です。 

最後に左上の[会議室を閉じる]ボタンをクリックし、閉じ
ます。 

 

［投稿］ボタンを
押します。 

タイトル、メッセージ
などを入力します。 
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8. 成績データの確認 

■ 教材の実施回数/時間を確認する 
コースメニューの「成績管理」から「進捗状況一覧」をクリ

ックします。 

 

進捗状況一覧では、全ユーザのコンテンツの実施回数と

合計利用時間が表示されます。 

 

「進捗状況一覧」を
クリックします。 
 

 

· [氏名]または[ユーザ ID]ボタンを押すことで表のソ

ートができます。 

· ユーザ IDやコンテンツ名でも検索ができます。 

· ［実施回数］をクリックすると、コンテンツを学習した

回数が表示されます。 

· ［合計利用時間］をクリックすると、コンテンツを利用

した合計利用時間が表示されます。 

 

実行回数が表示
されています。 

氏名でソート 

合計利用時間 

 

■ テストの点数を確認する 
コースメニューの成績管理から「成績一覧」をクリックしま

す。 

 

成績一覧では、全ユーザの得点一覧を表示します。 

 

「成績一覧」をクリ
ックします。 
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· ユーザ IDやコンテンツ名でも検索ができます。 

· 複数回の回答がある場合には各個人の得点の平

均、最大、最小、合計値を切り替えて表示できます。 

· [氏名]または[ユーザ ID]ボタンを押すことで表のソ

ートができます。 

· 各試験名の下にあるチェックボックスによって、どの

試験を合計得点に含めるかを指定できます。 

 

ユーザの一覧 
 

得点の平均、最大、最小、
合計値が表示できます。 
 

 

 

  



WebClass コース管理者マニュアル 
WebClassの概要 

 29 

■ レポート/記述式問題の採点 
「レポート/記述式問題の採点」を選択します。 

画面が切り替わり、テスト名選択の画面になります。 

 

「レポート/記述式問題の採点」
をクリックします。 
  

まず、対象となるテスト名を選択します。 

次に、抽出条件として実施日や、ユーザ IDなどを指定し
ます。 

［表示］ボタンを押します。 

 
［表示］ボタンを押
します。 

［テスト名］、［実施日］
などを指定します。 
 

 

採点対象となるテストのリストが表示されます。 

［採点］ボタンを押します。 

 

［採点］ボタンを
押します。 
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提出されたレポートに対するコメントと配点を入力しま

す。 

その後、［保存］ボタンをクリックすると、点数が確定され

ます。 

 

点数、コメントなどを入力
し、［保存］ボタンを押し
ます。 
 

 

入力した採点結果を確認し、コース画面に戻ります。 

 

採点結果を確認
します。 
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9. コースへのメンバー登録 
WebClass を学生に利用してもらうには、学生をコースへ登録（履修登録）する必要があります。学生が自分でコース
メンバー登録（履修登録）を行うことが可能です。 

■ 学生のコースへの登録方法 
コース内へ移動後のコース管理者メニュー画面で、「メ

ンバー管理」の「登録 / 変更 / 削除」をクリックします。 

 

「登録 / 変更 / 削除」を
クリックします。 

 

氏名かユーザ ID を「ユーザを検索して登録/削除」に入
力して［検索］ボタンを押します。 

ユーザが検索されたら、［選択したユーザをコースに登

録］ボタンを押します。 

以上でコースメンバーの登録が完了です。 

※ファイルから一括でメンバー登録を行うことも可能で

す。 

 

コースに登録したい

ユーザを検索します。 

ユーザが検索されたら

コースに登録します。 
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